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川
越
地
区
保
護
司
会
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
更
生
保
護
活
動
を
通
じ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
ご
尽

力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
心
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
は
、
地
域
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
様
々
な
分
野
の
方
々
が
連
携
し
、

地
域
全
体
で
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ふ
じ
み
野
市
で
は
、
川

越
地
区
保
護
司
会
ふ
じ
み
野
支
部
の
皆
様
方
を
は

じ
め
と
す
る
更
生
保
護
団
体
や
防
犯
団
体
、
そ
し

て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
青
少
年
健
全
育
成

団
体
、
教
育
機
関
と
も
連
携
し
て
、
社
会
を
明
る

こ
の
度
、会
長
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
田
嶋
で
す
。
私
の
人
生
の
一
端
を
ご

披
露
し
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
父
親
は
、物
心
が
付
く
頃
か
ら
、口
ぐ
せ
の

様
に
、「
世
の
中
や
、他
人
の
為
に
何
が
出
来
る
か

を
、人
生
の
目
標
に
し
な
さ
い
。」と
、言
い
続
け
て

い
ま
し
た
。
学
校
を
卒
業
し
実
社
会
に
入
っ
て
、父

親
の
家
業
を
一
緒
に
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、会
社
の

人
達
と
共
に
懸
命
に
働
き
続
け
、生
活
の
基
盤
を
成

し
、す
ば
ら
し
い
相
棒
の
妻
と
三
人
の
子
供
た
ち
に

恵
ま
れ
た
家
庭
を
持
っ
て
、順
風
の
生
活
が
送
ら
れ

わ
が
市
の
社
明
運
動
に
つ
い
て

ふ
じ
み
野
市
長　
　

高
畑　

博

「
人
は
み
な
生
か
さ
れ
て
生
き
て
ゆ
く
」

川
越
地
区
保
護
司
会
会
長　
　

田
嶋
秀 

浩

く
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
上
福
岡
駅
と
ふ
じ
み
野
駅

で
の
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

保
護
司
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
市
内

の
中
学
校
６
校
を
訪
れ
、
中
学
３
年
生
を
対
象
と

し
た
特
別
授
業
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
非
行

防
止
や
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
学
校
と
の
連
携
の
強
化
が
、

将
来
を
担
う
年
少
者
の
非
行
防
止
に
結
び
つ
く
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

保
護
司
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
明
る
い

て
い
ま
し
た
。

　

上
の
子
が
中
学
生
に
成
る
頃
に
は
、父
の
事
業
を

受
け
継
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、大
き
な
落
と
し

穴
に
は
ま
り
込
み
ま
し
た
。
生
活
は
一
変
し
、台
所

の
床
下
収
納
に
は
、い
つ
で
も
食
品
が
あ
ふ
れ
て
い

た
も
の
が
、一
瞬
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
成

長
し
、一
人
の
力
で
世
の
中
を
渡
っ
て
来
て
い
た
つ

も
り
が
、す
ば
ら
し
い
友
人
や
、多
く
の
隣
人
の
助

け
を
借
り
、導
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、そ
の
後
思
い

知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件
の

五
、六
年
後
に
、保
護
司
活
動
に
出
合
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
進
む
道
を
見
失
っ
た
人
達
に
、道
の
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
今
後
も
一
層
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

方
向
を
指
し
示
す
立
場
に
置
か
れ
て
、今
日
を
迎

え
て
い
ま
す
。
生
か
さ
れ
て
生
き
て
行
き
、ま
た

生
か
さ
れ
て
の
繰
り
返
し
が
、人
の
世
の
歴
史
に

成
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
高
齢
者
と
言
わ
れ
る

時
に
な
っ
て
、こ
の
後
も
密
度
の
濃
い
、豊
か
な
人

生
を
送
ら
れ
れ
ば
幸
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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＊保護観察とは、罪を犯した人を一般社会で生活させながら、保護司が 1か月に 2回以上接触をし、生活上

の助言や就労の援助などを行い、その立ち直りを助けることです。

＊生活環境調整とは、刑務所や少年院に収容されている人が、釈放後に社会復帰が円滑に果たせるように、

帰住先の調査や家族・引受人、就職先などと話し合い、受け入れ態勢を整えてやることです。
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　警察庁による都道府県別刑法犯の検挙・補導人員

は、埼玉県 4,388 人で、東京、大阪、神奈川に次いで４

番目に多く、男女比率は、男子 83.9％・女子 16.1％

です。罪種別は、窃盗犯が 51.9％を占めています。
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問　「更生保護」ってなんだろう？
　「更生保護」とは、人の立ち直りを支える活動です。

　犯罪や非行をした人も、何らかの処分を受けた後は、地域社会に戻り、社会の一員として生きていくことに

なります。「更生保護」は、国が民間の人々と連携して、犯罪や非行をした人を地域の中で適切に処遇すること

により、その再犯を防ぎ立ち直りを助けるとともに、地域の犯罪・非行の予防を図る活動です。

　「更生」という二文字を一つにすると、「甦る（よみがえる）」という文字になります。罪を犯してしまった人

たちの甦りを「おかえり」の心で温かく見守り、皆で支えていくことの大切さを考えていただければと思います。

　地域社会の一人ひとりが手と手を結び、心と心を通わせる更生保護のネットワークは、皆さんの温かいまな

ざしから始まるのです。

問　「更生保護」を支えているのは誰？　また、その役割は？
　「更生保護」を支えているのは、下記の人たちや団体です。犯罪や非行のない誰もが暮らしやすい社会づくり

を目指して、それぞれ仕事をしています。

 保 護 観 察 官　保護観察官は、国家公務員です。犯罪をした人又は非行のある少年が、実社会の中でその
健全な一員として更生するように、国の責任において指導監督及び補導援護を行っていま

す。

 保　　護　　司　犯罪をした人や非行のある少年の立ち直りを地域で支えるボランティアです。保護観察官
と協力して、更生保護活動を行っています。

 　その主な職務には、保護観察を受けている人と面接を行い指導や助言をすること、刑務

所や少年院に入っている人の帰住先の生活環境を調整すること、犯罪を予防するために啓

発活動を行うことなどがあります。

 更生保護女性会　女性としての立場から、保護司と協力して、犯罪をした人や非行をした少年の立ち直りを
助け、ミニ集会などの活動を通じて犯罪予防知識の普及を行い、犯罪･非行のない明るい

社会をつくる活動や子育て支援等に協力するボランティア団体です。

 協 力 雇 用 主　犯罪･非行の前歴のために定職に就くことが容易でない保護観察対象者や更生緊急保護対
象者を、差別しないで積極的に雇用し、改善更生に協力している民間の事業主です。

更 生 保 護

　
な
ぜ
あ
の
少
年
は
非
行
に
走
っ
た
か

 

保
護
司　

Ｏ　
　
　

　

保
護
観
察
期
間
が
半
年
近
く
な
る
と
、
対
象
者
と
も
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
て
か
、
面
接
時
、
自
分
の
非
行
に
走
っ
た
時

の
様
子
を
話
し
て
く
れ
る
。

（
Ａ
君
の
場
合
）

　

中
学
校
に
入
学
し
、
部
活
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ
た
。
練

習
に
入
ろ
う
と
す
る
と
、
小
学
校
時
か
ら
地
元
の
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
い
て
、
あ
る
程
度
出
来
る
生
徒
が
多
か
っ
た
。
本
人

は
全
く
の
初
心
者
で
、
ル
ー
ル
も
専
門
用
語
も
分
か
ら
な
い

の
で
、
お
ろ
お
ろ
す
る
ば
か
り
。
先
生
は
チ
ー
ム
強
化
の
た

め
か
、
初
心
者
に
は
目
も
く
れ
ず
、
良
く
出
来
る
生
徒
ば
か

り
を
指
導
す
る
。
新
米
の
彼
は
、
そ
の
時
間
ゴ
ー
ル
付
近
で

見
学
す
る
だ
け
。
そ
の
様
な
先
生
の
指
導
に
、
つ
い
に
頭
に

来
て
、
下
校
時
女
生
徒
に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
非
行
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。

（
Ｂ
君
の
場
合
）

　

私
立
の
高
校
に
入
学
。
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
練
習
に
励
ん

だ
。
小
学
生
時
か
ら
や
っ
て
い
た
の
で
ベ
テ
ラ
ン
の
一
人
。

周
り
の
生
徒
達
か
ら
も
そ
れ
な
り
に
一
目
置
か
れ
て
い
た
。

二
年
生
の
時
、
対
抗
試
合
を
目
前
に
し
て
突
然
、
指
導
教
師

が
全
選
手
の
前
で
、
別
の
ベ
テ
ラ
ン
選
手
を
起
用
す
る
と

発
表
し
た
。
何
の
理
由
も
無
く
言
わ
れ
て
、
本
人
は（
当
時

家
庭
で
、
親
子
間
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
り
し
）頭
に
来
て
、

近
く
の
公
園
で
幼
い
女
の
子
に
い
た
ず
ら
し
、
非
行
に
走
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

自
分
の
希
望
通
り
に
行
か
な
い
の
が
、
世
の
常
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
耐
え
る
力
や
ス
ト
レ
ス
発
散
方
法
が
、
少
年
に
は
ま

だ
身
に
つ
い
て
い
な
い
。

　

面
接
中
の
話
題
は
、
い
ろ
い
ろ
の
ス
ト
レ
ス
に
ど
の
よ
う

に
対
処
し
た
ら
よ
い
か
を
話
し
合
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
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損
得
か
、
善
悪
か

　

戦
後
七
十
年
を
迎
え
て
、
そ
の
間
の
評
価
が

い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

米
国
の
新
自
由
主
義
が
入
っ
て
き
て
、
経
済

は
能
率
・
効
率
・
大
量
生
産
・
技
術
革
新
等
、

利
益
追
求
方
策
が
求
め
ら
れ
て
、
富
の
追
及
に

全
力
投
球
し
て
き
た
。
法
に
触
れ
な
け
れ
ば
、

何
事
も
OK
と
の
言
動
が
ま
か
り
通
っ
て
き
て
い

る
。

　

保
護
司
の
務
め
に
携
わ
っ
て
、
常
に
感
じ
て

来
た
の
は
、「
良
心
の
呵か

し
ゃ
く責

」と
い
う
言
葉
が
死

語
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

聖
書
に「
神
は
土
で
人
を
形
作
り
、
そ
の
鼻
に

命
の
息
を
吹
き
入
れ
ら
れ
た
。
人
は
こ
う
し
て

生
き
る
者
と
な
っ
た
」（
創
世
記
二
：
七
）と
あ

る
。
命
の
息
は
、
生
命
だ
け
で
な
く
神
の
心
で

あ
り
、
愛
で
あ
り
、
慈
悲
と
云
っ
た
霊
的
な
も

の
も
指
す
と
思
う
。
従
っ
て
人
間
は
善
悪
を
判

断
す
る
基
準
の
良
心
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
て

い
る
と
思
う
。
自
分
の
行
動
に
つ
い
て
自
己
の

良
心
に
問
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
常
に
良
心

が
正
常
に
働
い
て
く
れ
る
よ
う
に
願
う
。

　

道
徳
教
育
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
教
育

は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
人
間
に
は
一
人
ひ
と

り
神
か
ら
良
心
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
教

え
、
日
常
発
生
す
る
問
題
や
行
動
に
、
善
悪
を

考
え
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
も
っ
と
も

大
切
で
は
な
い
か
。 

（
眞
壁
日
史
郎
）

　
　
休
け
い
室

　犯罪のない明るい地域社会､安全で安心して送れる
日々の生活､それが私たちの願いでもあるのです。

　そう言われても時間もないし、気が重い……。
　特別なことは必要ないのです｡日頃､こうした運動に
関心を寄せ､彼らの更生の支援活動に理解いただけれ
ば良いのです｡生活の場である地域の皆さん一人ひとり
が､あやまちから立ち直ろうとする彼らを受け入れ､見守
る､まさに｢おかえり｣の気持ちをお願いしたいのです。
　そして自分できることをできる範囲で協力して戴き
たいのです。

　 なるほど、それでどんなことをしているの
　毎年7月をこの運動の
強化月間として､各関係団
体が連携して啓発キャン
ペーンや非行防止を呼び
かけるほか､機会を得て､
薬物乱用防止の講演会等
を行っております。また､
学校とも連携して､関係者との情報交換や生徒への非行
防止の働きかけ､更生保護活動の理解啓発を行っており
ます｡皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

　社会を明るくする運動って？
　今､はやりのLED電球の普及運動のことではありませ
ん｡　罪を犯した人達の立ち直りを支援し､また､犯罪や
非行を未然に防止し､安心して暮らせる地域づくりを進
めようとの呼びかけです。

　立ち直りなんて本人の意欲しだいだろう！
　立ち直りには本人の意欲･努力はもちろんですが､意
欲を持っていても､実際､彼らに対する世間の風は厳し
いのが現実です｡そのことが彼らを再び犯罪に走らせる
ことにもなっています。
　生活の場である地域社会が彼らを受け入れ､見守っ
てあげることが立ち直りの大きな支えになるのです。

　そんなこと、国や保護司に任せておけば！！
　もちろん､更生のためには､国や保護司等が行う｢就
労｣や｢住居｣の確保等が重要な支援(更生保護)になり
ますが､更に､地域や家族との絆が必要なのです。
　そのことが､彼らが自分の｢居場所｣を確かなものとし､
｢社会の一員｣として自覚することで、立ち直りを確か
なものとすることができるのです｡そのためには地域の
方々の協力と理解が必要なのです。

　それって自分とどんな関わりがあるの？
　非行や犯罪を犯した人達が地域社会での生活が旨
くいかず､再び犯罪に走る事例が多くなっております｡彼
らの立ち直りを暖かく支援すること､また､住民の方々の
｢見守り｣の目があらたな犯罪の芽を摘むことになるの
です。

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

第64回「社会を明るくする運動」
 作文コンテスト入賞者
中学生の部
ふじみ野市立花の木中学校三年 栁下　穂乃和

社会を明るくする運動 (社明運動)

平成 27 年 7 月 1 日発行 第 4 号（４）く ら く ら



富士見市

坂戸市

鶴ヶ島市
川越市

ふじみ野市

■自 主 研 修 ーーーーーーーーーー

　　　支部

だより　　　

　警視庁（都警察の本部で各県では、県警察本部と呼

ぶ）の働き。

　次々とランプの点滅する通信指令センタ―の受理状

況等を視察した。また、歴史的事件や警視庁に関する

資料の陳列を拝見し、不安定な社会で多発する犯罪を

取り締まる警察の皆さんの激務に敬意を表したい。

　なお、警察庁は国家公安委員会の管理のもと、全国

の警察を指揮監督する機関です。 　（川合　清丸）

坂戸支部

　川越地裁の傍聴に伺った。法廷の都合で、２班に分

かれて傍聴した。

　事犯は、刑事裁判で被告人、被告人の証人、被害者

が出席し、約１時間後に判決が出た。裁判官が判決を

読み上げている時、被告人は事件当時の事を思い出し

てか、時折涙をこらえているように見え、反省してい

るように感じた。

　誰もが納得する判決は、果たして存在するのだろう

かと改めて感じた。 （根岸　正春）

川越支部

　千代田区隼町にある最高裁判所の参観研修に行きま

した。裁判所職員の説明を受け、小法廷、大法廷の施

設見学をした後、裁判の傍聴を許されました。最高裁

判所には、長官及び14人の判事がおります。その根

拠は日本国憲法に規定があることや、日本において司

法権を担当する国の最高機関であること等を勉強して

きました。 （熊谷　洋興）

ふじみ野支部

　自主研修は三回実施。さいたま保護観察所観察官を

お招きして、「更生保護における新たな取り組み　～

新制度の概要及び試行事例の説明を中心に～」と、題

しての事例研修。警視庁本庁等の日帰り参観研修を坂

戸支部と合同実施。いずれの研修も、相互のコミュニ

ケーションも図られ、大変有意義な自主研修であった。

 （斎藤　安雄）

鶴ヶ島支部

　八王子市にある多摩少年院へ、参観研修に行きまし

た。当院は、関東近県一都十県において、中等少年院

送致決定を受けたおおむね17歳６か月以上の男子少

年を収容する長期処遇の施設です。短期職業訓練を実

施する職業能力開発課程と、外国人少年を対象とした

生活訓練課程の二つの処遇課程が置かれており、現在

131名が収容されています。入院から出院までは、約

1年くらいとのこと。出院後の少年達が一日一日を大

切に生きていってほしいことを願いつつ帰路につきま

した。 （酒本　三郎）

富士見支部

埼玉県マスコット「コバトン」

　
　〈
裁
判
傍
聴
記
〉

 

研
修
部
会　

部
会
長　
　
　

大
久
保
博
康

　

10
月
28
日
、
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
に
て
、
研
修
部
会
主
催

の
裁
判
傍
聴
を
実
施
し
た
。

　

公
判
は
、
覚
せ
い
剤
事
犯
で
あ
っ
た
。
妻
に
内
緒
で
使
用
し

て
い
た
。
妻
が
被
告
の
証
人
と
し
て
立
ち
、「
改
心
し
て
、
二

度
と
薬
に
手
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
受
け
入
れ
て
も
良
い
」
と
、

証
言
し
た
。
後
で
、聞
い
た
話
で
は
、窃
盗
も
絡
ん
で
い
た
の
で
、

懲
役
2
年
の
判
決
で
あ
っ
た
。

　

裁
判
終
了
後
、
裁
判
官
が
、
特
別
に
私
た
ち
の
傍
聴
席
ま
で

来
て
く
れ
て
、
2
、
3
の
質
問
に
答
え
て
く
れ
た
。
裁
判
官
に

な
る
方
法
と
し
て
は
、
司
法
試
験
に
合
格
す
る
と
司
法
修
習
生

と
な
る
。
そ
こ
か
ら
法
曹
三
者
と
い
わ
れ
る
弁
護
士
・
裁
判
官
・

検
察
官
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。

　

裁
判
官
を
希
望
し
た
者
は
、
判
事
補
に
任
命
さ
れ
、
裁
判
官

へ
の
道
が
開
か
れ
る
。
検
察
官
は
、
刑
法・刑
事
訴
訟
法
に
則
り
、

犯
罪
の
内
容
、
動
機
、
育
っ
て
き
た
環
境
、
社
会
に
対
す
る
態
度
、

性
格
、
そ
の
後
の
事
情
等
、
総
合
的
に
判
断
し
て
量
刑
を
決
め

る
。
今
回
は
覚
せ
い
剤
取
締
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　

弁
護
士
は
、
被
告
人
に
有
利
に
な
る
よ
う
な
証
拠
や
証
言
を

集
め
、
諸
々
を
勘
案
し
、
で
き
る
だ
け
軽
い
判
決
が
出
る
よ
う

努
め
る
。
裁
判
官
は
検
察
側
の
求
刑
に
対
し
、
や
は
り
総
合
的

に
判
断
し
、
最
終
的
な
判
決
を
下
す
。

　

人
間
が
人
間
を
裁
く
の
で
あ
る
。三
者
と
も
、被
告
人
が
今
後
、

更
生
し
て
、立
派
な
社
会
人
と
し
て
、復
帰
で
き
る
よ
う
心
を
砕

く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
は
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

傍
聴
席
か
ら
、
寂
し
そ
う
な
被
告
人
の
表
情
を
見
て
い
て
、

ど
ん
な
判
決
が
出
て
も
、
再
犯
だ
け
は
し
な
い
で
欲
し
い
と
い

う
私
た
ち
の
願
い
は
、
思
い
半
ば
に
過
ぎ
た
で
あ
ろ
う
。

　

初
め
て
裁
判
を
傍
聴
し
た
と
い
う
人
か
ら
、『
罪
を
犯
し
た

人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
裁
か
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
流
れ
が
わ

か
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
。』
と
い
う
感
想
を
戴
い
て
、
傍
聴
し

た
意
義
が
あ
っ
た
と
い
う
思
い
が
し
た
の
で
あ
る
。

（５）第 4号 平成 27 年 7 月 1 日発行く ら く ら



ポスターの女性
は、女優の波瑠
（はる）さんです。
波瑠さんは、９
月28日スタート
のNHK朝ドラ、
連続テレビ小説「あさが来た」のヒロイ
ン役に抜擢され、今年大きな飛躍が期
待されています。

っ
て
基
本
的
な
事
柄
を
取
り
上
げ
、
支
部
だ

よ
り
に
は
各
支
部
が
行
っ
て
い
る
自
主
研
修

に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

号
の
ね
ら
い
は
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人

た
ち
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か
、
自

分
な
ら
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え

る
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を

込
め
ま
し
た
。

◆
広
報
部
会
の
人
事
も
一
新
し
、
新
部
会
長

に
大
谷
英
二（
ふ
じ
み
野
市
）が
、
真
壁
日
史

郎
さ
ん（
富
士
見
市
）か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

ま
し
た
。
前
部
会
長
に
は
長
い
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
新
た
な
気
持
ち
で
全
委
員
が

力
を
合
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
広
報
誌
を
作
っ

て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
各
位
に
感
謝

し
ま
す
。 

（
大
谷
英
二
）

編
集
後
記

◆
「
く
ら
く
ら
」第
４
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

こ
の
広
報
誌
は
川
越
地
区
保
護
司
会
が
平
成

24
年
度
か
ら
毎
年
１
回
発
行
し
て
お
り
、
今

回
で
４
回
目
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

◆
２
月
に
は
川
崎
市
の
中
学
１
年
の
男
子
生

徒
が
３
人
の
未
成
年
者
に
殺
害
さ
れ
る
と
い

う
、
稀
に
み
る
凶
悪
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

し
か
も
、
加
害
者
で
あ
る
３
人
の
未
成
年
者
の

う
ち
２
人
が
保
護
観
察
中
で
あ
り
、
保
護
司
と

し
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
件
で
し
た
。

◆
今
回
は
、
巻
頭
に
ふ
じ
み
野
市
長
高
畑
博

さ
ん
と
、
川
越
地
区
保
護
司
会
会
長
田
嶋
秀

浩
さ
ん
の
玉
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、「
更
生
保
護
と
は
何
か
」、「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と
い
う
保
護
司
に
と

川
越
地
区
保
護
司
会
活
動
報
告

○
専
門
部
会

・
総
務
部
会　

二
回
開
催

・
研
修
部
会　

四
回
開
催

・
犯
罪
予
防
活
動
部
会　

三
回
開
催

・
更
生
援
助
活
動
部
会　

三
回
開
催

・
広
報
部
会　

七
回
開
催

昨
年
度
の
各
支
部
・
自
主
研
修
テ
ー
マ

（
施
設
参
観
研
修
を
除
く
） 

○
富
士
見
・
ふ
じ
み
野
支
部
合
同

「
保
護
司
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
と
基
本
技
法
」

平
成
26
年
度　

表
彰
者

瑞
光
双
光
章
　
　
　
新

井

望

丕

平
成
26
〜
27
年
度　

保
護
司
の
異
動

退
任　

光
地　

英
隆
（
坂
戸
）
６
月
10
日
付

　
　
　

重
本　

圭
子
（
川
越
）

　
　
　

水
田　

英
夫
（
鶴
ヶ
島
）

　
　
　

内
田
喜
代
治
（
ふ
じ
み
野
市
）

　

以
上
、
11
月
30
日
付

　
　
　

遠
藤　

和
久
（
川
越
）
５
月
24
日
付

委
嘱　

永
島
千
恵
子
（
川
越
）

　
　
　

岡
島　

博　

（
川
越
）

　
　
　

山
﨑　

英
隆
（
坂
戸
）

以
上
12
月
１
日
付

　
　
　

加
藤　

喜
一
（
川
越
）

　
　
　

荻
窪
美
智
子
（
川
越
）

　
　
　

帯
津
洋
一
郎
（
川
越
）

　
　
　

岡
部
壽
美
子
（
川
越
）

　
　
　

久
本
三
朝
男
（
川
越
）

　
　
　

中
島
眞
利
子
（
川
越
）

　
　
　

吉
野　

郁
惠
（
川
越
）

　
　
　

吉
澤　

敏
夫
（
鶴
ヶ
島
）
 

以
上
５
月
25
日
付

　石川　清次（川越）
　村田　照子（川越）
　川合　清丸（坂戸）
　原島　正克（坂戸）
　岸田　喜好（鶴ヶ島）
　萩原　幸子（鶴ヶ島）

　関　　健二（富士見）
　眞壁日史郎（富士見）
　酒本　三郎（富士見）
○本橋　義明（富士見）
◎大谷　英二（ふじみ野）
　野村　　茂（ふじみ野）

広 報 委 員

平成27年度　事業計画

5月　 第１期統一研修会・総会
7月　 第65回社会を明るくする運動
9月　第２期統一研修会
10月　施設参観研修
11月　第62回埼玉県更生保護大会
　　　第３期統一研修会
1月　第４期統一研修会

下記の問題については、
 それぞれの相談窓口へ

♦「もうけ話」「急に金が必要」との電話には、
　警察相談専用電話　　＃９１１０へ

♦心の健康に関する相談には、
　埼玉いのちの電話
 ０４８－６４５－４３４３へ

♦「これは違法薬物？」には、
　ホワイトテレホンコーナー
 ０４８－８２２－４９７０へ

　ヤングテレホンコーナー
 ０４８－８６１－１１５２へ

この女性は
どなた！

平成 27 年 7 月 1 日発行 第 4 号（６）く ら く ら


